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２回戦で高松南を破り、初のベスト４入りを目指す地元那覇商業と、圧倒的な攻撃力で１・２
回戦を勝ち上がってきた四日市中央工業との戦い。那覇商業が四日市中央工業の速い動き
にどこまで耐えられるかが課題。

１Ｐ　四日市中央工業の攻撃で試合が始まった。那覇商業は緊張からかマーク確認が中途
半端。那覇商業ＤＦが機能する前に青⑧柿市が落ち着いてミドルシュートを決める。２年生な
がらエースらしいプレー。ここから四日市中央工業の怒濤の攻撃が続く。５：４９には青⑧柿
市、３：５５には青⑦加茂が得点し、０－３と一気にリードした。那覇商業はたまらずタイムアウ
トをとり、立て直しを図るが、攻撃の形が整わない。単調な攻撃が四日市中央工業のスピー
ド豊かなカウンター攻撃を受けることになった。四日市中央工業は、２：３０、１：４５にも加点
し、試合の大勢を決めた。

２Ｐ　那覇商業は果敢に攻撃を仕掛け、６：４６、６：２５に退水を誘発、パワープレーのチャン
スを得るが、攻撃の形が整わない。４：５９、２：１９とパワープレーのチャンスがつづくが得点
できずに試合が進む。四日市中央工業ＤＦは不用意なファールがピンチを招くものの、ＧＫを
中心とした守りと那覇商業の攻撃の拙さもあり得点を許さない。逆に０：４４、那覇商業④が
Ｐ．Ｆを犯してしまい、パワープレーから青⑧柿市に決められ、０－６と四日市中央工業がリー
ドした。那覇商業は、０：０９、白②玉川がフリースローシュートを決めるが差が縮まらない。

３Ｐ　開始早々、那覇商業はパワープレーの絶対的なチャンスを得るが、青ＧＫ萩の好セーブ
にあう。逆に５：５２、青⑦加茂のカウンター攻撃を受け失点。那覇商業は２度目のタイムアウ
トを取り、立て直しを図る。５：０９、白②玉川がＰ．Ｔで、３：３７には白⑥田崎がパワープレー
から得点し追上げにかかるが、四日市中央工業は攻撃の手をゆるめず、４：１１⑫大野、３：１
９⑧柿市、０：４７と０：１０には⑤田中が加点し、勝負を決定的なものとした。那覇商業は、四
日市中央工業ＤＦを崩すことができず、単調な攻撃が相手に余裕を持った攻撃をさせること
になった。

４Ｐ　四日市中央工業の下がり気味のＤＦに、那覇商業がミドルシュートで応戦するが、ことご
とくＧＫの餌食となる。四日市中央工業は、５：５８に⑦加茂がミドルからうまくＧＫの頭上を打
ち抜き加点。その後は、中途半端なカウンター攻撃でシュートまでつながらない。両チームと
もターンオーバーを繰り返す。四日市中央工業は２：０７、タイムアウトをとり、メンバーを入れ
替え、立て直しを図る。最後まで執念を見せる那覇商業は０：４９、④當間がＰを誘発、②玉
川がＰ．Ｔを決め４－１２。さらに０：２２、⑤宮城がカウンターからシュートを決めるが、５－１２
で力尽きた。

四日市中央工業のスピード豊かなカウンターと判断の速い二次攻撃は素晴らしかった。那覇
商業は、泳力差に泣いたが随所にゴールへの執念を見せてくれた。今後の成長を期待す
る。
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